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HPも
今すぐ
チェック！

（6年担任） 辰崎圭・松林泰弘

アンケートのご協力を
お願いいたします。

(裏面をご覧ください)

子供の挑戦 子供のつまずき 子供の努力

を支える教師のマインドセットを大切にした実践です

【子供の姿・学びのストーリー】
6年生は、101年続く自伸会信条を引き継ぐ学年としてスタート

しました。
まずは、自伸会入会式。6年生として新１年生に「自伸会信条と

は何か」を伝える役割を担いました。そこで感じた、自分達の自伸
会信条についてあまり理解できていないのでは…という思いが生ま
れ、この思いが6年生の「光輝」の原点になりました。

そのような中での、さわやか班遠足。下級生を導くリーダーとし
て、準備や運営など初めての活動に挑戦しました。子供達のふり返
りには、
「思ったよりもうまくいかないことがあった」…
「ペアさんが悲しんでいたので、失敗してしまったなと思った」…
「今回の遠足は初めてのリーダーで疲れがドンと来た」…
と、改善したいところがあったという内容のものが多くありました。

そこで、自伸会信条に立ち返って考えていく中で、子供達から、
『私たちは人のためにつくして感謝しよう』があまり理解できてい
ないのではないかという声が出ました。そこで、本校の卒業生である
三原市長の岡田吉弘様をお招きし、自伸会信条についてのお話をうか
がいました。当日は、お話を聴くだけでなく、質問をしたり、対話を
重ねたりと自伸会信条を深く理解するための貴重な時間になりました。

後日、子供達とふり返りをまとめる中で、次のような方向性が生まれました。
『これから私たちが大切にしないといけないのは、教えてもらったことを心にとめて、
自伸会三信条を「伝える」「活かす」「深く考える」「つなぐ」行動にうつすこと』

これからの光輝の学習を進めていくうえで、大切なキーワードとなります。

その後、子供達は自伸会信条を意識しながら、修学旅行、運動会、さらに日々のさわやか班活動も行いなが
ら、学校のリーダーとしての経験を積み重ねていきました。

そして、次の活動を考える中で、『私たちは人のためにつくして感
謝しよう』を実際の行動に移すために、どのような活動をすればいい
のか考えました。そこで生まれたのが、三原市のために何かできない
かという考えです。そこで、子供達からアイデアを募る中で三原市の
観光に目を向けようということになりました。その後、『「小学生版
三原駅前まちあるきガイド」を作り、日本に来る外国の方に発信しよ
う』と決まり、そこで、三原市観光課の吉原力様に来校いただき、
三原市の観光について詳しく学び、前期前半の活動を終えました。
今後も、子供達の目指す姿を求めて、活動を進めていきます！
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幼小中一貫教育研究だより（カラー版）

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから、カラー版を閲覧できます。

よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「幼小中一貫研究だより」URL
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R7kenkyudayori

アンケートフォームURL https://forms.office.com/r/NcyaJhnhN4

幼小中一貫教育研究だよりの
アンケートにご協力ください

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
子供たちのよりよい学びにつなげるため、

こちらのアンケートにご協力をお願いいたします。

【教師の語り…思いや願い】

子供達は、101年続く自伸会信条を引き継ぐことを目標に

活動を始めました。学校のリーダーとして、時に喜び、時に

苦しむ姿を目の当たりにしながら、教師として子供達にどの

ような支援をすれば、より成長につながるかを考えました。

しかし、教師から一方的に支援するのではなく、子供達の言

葉を大切にしながら、共に成長する方法を考えています。

そのような中、自伸会信条について深く理解できていない

と感じていた子供達に「自伸会ＯＢである三原市の岡田市長

の話を聞きたい」という思いが生まれました。その思いに応

えるため、実際に岡田吉弘様をお呼びしました。当日は、先

輩の意見を聴くだけでなく、対話の時間も設定しました。自

伸会信条を理解するためには、話を聴くだけの受け身的な態

度では子供達に深い理解は生まれないと考えたからです。実

際に子供達は、質問の受け答えや自分の意見を述べる姿があ

りました。その効果もあってか、その後の活動への意欲にも

つながりを感じています。これからも、子供達の思いである、

『これから私たちが大切にしていきたいことは、

教えてもらったことを心にとめて、

自伸会三信条を「伝える」「活かす」「深く考える」「つなぐ」行動にうつす』

の実現に向けて、子供達の挑戦を支えていきます。


